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児童 保護者の皆様

蠅蜃頌

平成27年 12月

練烏区立練鳥東小学校

給食
=「

「早寝 早起き朝コまんJ

E動シンボルマーク

いよいよ師た。1年の締めくくりの月にな`ります。今年も体調をくずすことなく、元気に過ごすこと
ができたでしょうか?子どもたちにとって、楽しい行事がたくさんの冬休みももうすくてすが、休み
中は夜更かしや食べ過ぎなどで体調をくずしやすくなります。できるだけ、「旱寝 早起きの生活
リズムJを維持し、米養のバランスのとれた食事をヽ 力ヽするようにしましょう。

響2周轟日1議 「練馬太オ展」の自

11月 の線馬産きゃべっに続いて、今年も 2月 7日 に練 ,馬大根を使った給えを区内全校一

脊に実施します。12月 6曰 に行われる「練馬大根JIっこ抜き大会Jで被かれた人根を学校給
食に提供していただきます。給食に協力してくださら、lAや練馬の農家の方々に感罰していただ
きましょう。本校は、7日 に5年生の社会牟1見学があるため、8日 に使用します。人気メニューの
「練 .馬スパグッティ」を作ります。お楽しみに♪

～ F2月 22日 各至 ～ QO
冬三は1年のうちで最も昼が短く、夜が長ぃ日のことです。日/1Xでは昔から、冬至にゆず湯に入り
うヽごちゃを食べて、無痛息災(病気をせず健康で、ヽられること)を析る風習があります。また、冬三に
「んJの lF〈食べ物を食べると幸理に意まれるとも言われます。
「ん」のつく食べ物に勝何があるかな?
か膠うゃのことを 躊 ん毯ん,こも富

`l議

す。

～ :2月 3『 園 大群そか  鋼製しそ麟 ～
鮨〈長い「くばJを、良ぃこ気が墨 続くょフこ、i生きられるよ,こと緑起tか ,́い (、 1年 の最後
である大みそかに食べる風習です。‐
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ばには便秘を、」、せ(え 171繊維や、毛率口血晉t人夫にする′し

チン、稽質をエネルギーに変え、疲労ロィ夏効果のあるビ′ミンBlなと
｀
の栄驀素がきまれ́てぃます。

*保護者の皆様 ヽ

学校給たの徴 1スに御協力お願いします。今月の振誉日は12月 7日 (月 )です。
X前 日までに御人全くださぃ。

鵞

銹

給食責は給たの食材費に使用されています。給食費の未納が続きますと、教育活動に
支障が生じます。始ず期 日(口座振春の前日)まてに指定口座への入金をお願いいたしま
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